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研究成果の概要： 
 本研究では，北西太平洋海域コア・陸上セクションを中心として，新第三紀・第四紀の浮遊

性有孔虫，放散虫，石灰質ナンノ化石，珪藻の示準化石について，地理的生息範囲と生態的特

徴を考慮に入れて，北西太平洋海域で有用な示準化石の検討と，統合データバンクとしてアト

ラスの作成をし，高品質の層序データの提供した．また，微化石サマースクールを毎年度開催

し，若手育成を行った． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 19,300,000 5,790,000 25,090,000 

２００６年度 8,800,000 2,640,000 11,440,000 

２００７年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

２００８年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

 年度  

総 計 38,400,000 11,520,000 49,920,000 

 
 
研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：地球惑星科学・層位・古生物学 
キーワード：地質学，浮遊性微化石，IODP，層位データ 
 

２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
 この計画は，北西太平洋海域コア・陸上セ
クションを中心として，新第三紀・第四紀の
石灰質ナンノ化石，浮遊性有孔虫，珪藻，放
散虫の示準化石について，地理的生息範囲と
生態的特徴を考慮にいれた高品質な微化石
層序データを提供できる基礎を作ることを
目的としている． 

 
 1985 年に”Plankton Stratigraphy”が出
版され，分類体系の再整理・再検討が行われ
た．その結果，新第三紀以降には浮游性微化
石群は明瞭な地域差が生じ，分化を意識した
微化石層序の取り組みの重要性が指摘され
たが，北西太平洋の情報はほとんど盛り込ま
れていない．地球史解明での微化石による
年代決定の重要性が再認知されているが，
化石年代値は常に改訂される運命にあり
最新情報に基づいた更新が必要である． 

 
 
３．研究の方法 
 
(1)示準化石の鑑定上の問題点の整理  



(2) 文献調査・補足調査 
(3) ４浮游性微化石群の問題点の整理 
(4) 化石層序基準面の信頼性評価 
(5) 重要性の高いセクションの再検討 
(6) 年代変換の検証 
(7) 北西太平洋海域のための示準化石アトラ
スの制作 
 
 平成 17 年度は，分類基準の明確化にかか
る調査と標本データベース構築の準備を行
なった． 
 平成 18 年度は，高知県登層コア，北西太
平洋域の ODP Leg 145，科学掘削船「ちきゅ
う」の慣熟航海で得られたコア，石川県能登
半島第三系など日本海の微化石層序につい
て検討を行った． 
 平成 19 年度は，微化石アトラスの作成に
あたり，データ集積にとぼしい浮遊性有孔虫
を重点的に検討した． 
 平成 20年度は，本課題の総まとめとして，
微化石アトラスの作成に着手した．それにあ
わせて若手育成に必要となる微化石マニュ
アルの原稿の充実を図った． 
 
 
４．研究成果 
 
 分類基準の明確化にかかわる調査と標本
データを蓄積し，浮遊性有孔虫と放散虫につ
いて 5000 枚程度の画像を蓄積した．この蓄
積は，将来の微古生物研究を行う場合，参照
資料としてアクセスが容易にする基礎とな
った． 
 文献調査で，浮遊性有孔虫と放散虫につい
てとくに年代層序の整理が必要であること
を明確にした．これら２分類群に加え，石灰
質ナンノ化石と珪藻について，とくに北西太
平洋海域で同時間面性が高い示準化石とそ
の基準面の洗い出しを行った．北西太平洋は，
亜寒帯，遷移帯，黒潮流域，亜熱帯と広い気
候帯にかかっていることから，その海域の違
いに配慮した．たとえば，本課題の一環で高
知県の鮮新統を重点的に調査したが，従来適
用できると思われていた基準面が適用でき
ないことを明確にさせることとなった．同様
に，放散虫で従来使われてきた基準面につい
て，能登半島・男鹿半島第三系の調査の結果，
本課題の目的である高品質の層序データを
用意する観点からいえば，高精度対比には注
意を要することを明らかにした．これらの成
果で，従来地域間比較に際し，基準面の層位
関係に矛盾が生じていたが，その理由を明ら
かにできた． 
 数値年代を微化石層位へ適用するにあた
り，その基準となる尺度が CK92, CK95, 
GTS2004 と変遷してきたが，CK95 では浮遊性
有孔虫が，事実と矛盾する解釈が行われ，日

本国内ではこれに従った論文が多かった．し
かし，年代変換について検証を行い，GTS2004
の解釈がより適切であるとの結論に至った． 
 これらをふまえ，微化石による層序につい
て，地域性と高品質な年代尺度の提供をする
基礎を作った．これらには微化石を信頼性高
く鑑定する能力が求められるが，本課題のな
かで微化石サマースクールを実施して，初心
者が躓きやすい点を把握し，それを繁栄させ
た鑑定アトラスを用意した．このアトラスは，
最終段階の校正をはじめたところである． 
 
 本課題のもう一つのテーマである，「若手
育成」について，平成１７年度～１９年度は
東北大で，平成２０年度は秋田大学で微化石
サマースクールを開催した．このサマースク
ールは，微化石に関心のある学生，微化石書
学者を対象に，複数の専門家が講師となって
ティーム・ティーチングを行い，実物標本を
観察して，教科書だけでは得難い微化石の
「イロハを学ぶ」コースとして開催した．課
題研究中に，成果を国民に還元する一助と位
置づけている． 
 サマースクールの開催の過程で，石灰質ナ
ンノ化石，底生有孔虫，浮遊性有孔虫，放散
虫，貝形虫，珪藻，ならびに石灰質微化石を
使った地球化学分析などに関してのマニュ
アルを作り，総ページ数３００頁を超えるも
のになった．現在は著作権の課題に取り組ん
でいる． 
 このサマースクールは，５回で約１００名
弱の参加が認められ，北海道，東北，関東，
九州の大学の学部生から博士号取得者まで
幅広い階層が参加した．この若手育成に参加
したものうち，２－３名だが微化石研究者の
いる大学院に進学した．また，参加者のうち
５－６以上は，各種学会で微化石研究につい
て発表を行っており，本課題のテーマである
「若手育成」はすでに効果が現れている． 
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